
「人と動物のつながりから考える、
地域のワンヘルス・アプローチ」

岐阜大学大学院連合獣医学研究科

浅井鉄夫



環 境

ペット・獣医療
治療

医療

治療

農業
農薬

畜産・獣医療
治療・ 成長促進

野生動物
行動範囲の拡大・食害？

薬剤耐性の伝播・拡散



本日提供する話題

• 食肉
• 第3世代セファロスポリン耐性大腸菌：鶏肉

• 家畜関連メチシリン耐性黄色ブドウ球菌（LA-MRSA）：豚肉

• 伴侶動物（ペット）
• カルバペネム耐性菌

• 野生動物
• 第3世代セファロスポリン・フルオロキノロン耐性大腸菌
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畜産分野の薬剤耐性菌

• 牛由来大腸菌の耐性率は豚や肉用鶏のものより低い。

• 抗菌薬の使用量は豚で多いが、薬剤耐性菌は豚と鶏

に分布する。

動物由来薬剤耐性菌モニタリング（JVARM）データhttp://www.maff.go.jp/nval/yakuzai/yakuzai_p3.htmlを加工して作成

http://www.maff.go.jp/nval/yakuzai/yakuzai_p3.html


国内のブロイラー由来株セファロスポリン耐性大腸菌の推移

2012年3月に養鶏業界で取り組まれたセフチオフルの自主規制

(Hiki et al., Foodborne Pathog Dis. 2015)

2010～2013年のセファロスポリン耐性大腸菌はCMY-2産生株が優勢（69％）



AmpC型

ESBL型

Shigemura ら. Int J Food Microbiol 274:45-51, 2018.

市販肉における第3世代セファロスポリン耐性サルモネラ
においても減少傾向が観察された。



第3世代セファロスポリン耐性大腸菌による市販鶏肉の汚染

培地 調査年 ESBL producer/検査 報告

Coliform agar ES 2004-2006 3/100 (3%) Hiroi et al., 2011. JJID

McConkey
(1mg/L CTX)

2010 国産： 19/42 (45.2%)
輸入： 15/26 (57.7%)

Kawamura et al., 2014. 
JJID

McConkey
(1mg/L CTX)

2015 国産： 43/56 (76.7%)
輸入： 26/50 (52%)

Nahar et al., 2018. JVMS

McConkey
(1mg/L CTX)

2015-2016 国産： 51/139 (36.7%)
輸入： 8/11 (72.7%)

Hayashi et al., 2018. IJFM

不明 2015-2017 国産： 59％
輸入： 34％

日本経済新聞（2018年3月31日）

• 鶏肉の第3世代セファロスポリン耐性大腸菌汚染は、セフチオフルの自主規制
(2012年3月)以降も継続している

• 抗菌薬入り分離培地を利用しているため、少ない耐性菌を分離できる



鶏肉における第3世代セ
ファロスポリン耐性大腸菌

Suzuki ら. Jpn J Infect Dis. 2019 72(3):179-184.

無薬鶏群

大腸菌 セファロスポリン耐性

• ブロイラー糞便中の耐性菌の比率は

減少したが、鶏肉の汚染は・・・・・・・・。

• 農場から排除されたわけではない

• 低菌量の汚染が継続している



メチシリン耐性黄色ブドウ球菌の分類

院内感染型
(HA-MSA)

市中暗線型
(CA-MRSA)

家畜関連型
(LA-MRSA)

臨床的定義 入院患者から分離される
MRSA

市中の健康人から分離される
MRSA

ー

細菌学定義
（SCCmecによる分類）

主にtypeⅡ （他にⅠとⅢ） 主にtypeⅣ（他にⅤ） 主にtypeⅣaとⅤ

細菌学定義
（MLSTによる分類）

ST5 ST30 ST398 （アジアでは
ST9）

細菌学定義
（spa型による分類）

t002 T018, t019, t021 T001, t034 

毒素 種々の毒素 PVLが特徴的 主にPVL陰性

感染者の年齢 高齢者 若年者・小児 不定

感染部位 全身臓器 主に皮膚 全身臓器

薬剤耐性 多剤耐性 比較的多くの抗菌薬に感性 テトラサイクリン耐性が特
徴的

化学療法学会 MRSA感染症の治療ガイドライン より改変



国内の豚におけるMRSAの分布
地域 年 農場(%) 個体(%) ST(CC) SCCmec (株数）

東日本 2009 1/23 (4.3) 1/115 (0.7) ST221(5) Atypical (1) Baba et al, 2010

茨城 2013 3/21 (14.3) 8/100 (8.0) ST97
ST5

V (5)
Atypical (3)

Sato et al, 2015

全国 2012 2/50 (4.0) ５/500 (1.0) ST5
ST398

Atypical (1)
Atypical (4)

Sasaki et al., 2020

関東 2013-
2014

8/24 (33.3) 78/240 (32.5) ST5
ST10
ST97
ST398

Ⅳb (4)
Ⅳa (13)
V (8)
Atypical （40）, V (14)

Sasaki et al., 2020

東北 2017 9/84 (10.7) 13/420 (3.1) ST398 V (10), 
Iva (3)

Sasaki et al., 2020

東北・関東・九州 2018 13/51 （25.5） 16/102 (15.7) ST398
ST5
ST8

Ⅳd (7), Ⅴ(1) 
V (4), Atypical (2)
Ⅳa (2)

Sasaki et al.,2022



Kawanishi ら. Antibiotics (Basel). 2024 13(2):155. 

国内の豚におけるMRSAの増加



食品からのメチシリン耐性黄色
ブドウ球菌（MRSA）分離状況





2021-2022年の市販豚肉におけるLA-MRSAの汚染

購入地
国産

陽性/検体数
外国産

陽性/検体数
合計

陽性/検体数(％)

合計 11/268 (4.1) 1/117 (0.9) 12/385 (3.1)

厚生労働科学研究費補助金 健康安全確保総合研究分野 食品の安全確保推進研究「ワンヘルスに基づく食品由来薬剤耐性菌のサーベイラン
ス体制の強化ための研究」報告書より

検体数 耳背部 鼻腔スワブ と体(首) 耳・鼻 耳・鼻・首

92 40 (43.5) 23 (25.0) 1 (1.1) 14 1 全てST398

2013年に国内の豚でST398を初じめて確認

養豚場および飼育豚の汚染は年々増加

豚肉の汚染は低率を維持：枝肉の汚染が起こりにくい？

Sasaki ら. J Vet Med Sci. 83(1):112-115, 2021. 

と場調査





健康な犬及び猫由来大腸菌における薬剤耐性の状況
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動物由来薬剤耐性菌モニタリング（JVARM）データhttp://www.maff.go.jp/nval/yakuzai/yakuzai_p3.htmlを加工して作成

http://www.maff.go.jp/nval/yakuzai/yakuzai_p3.html


疾病にり患した犬及び猫由来大腸菌における薬剤感
受性
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AMR臨床リファレンスセンターの動物 薬剤耐性菌 疾病にり患した犬及び猫由来の Escherichia coli の
耐性率を加工して作成



IMP-1メタロβラクタマーゼ産生Acinetobacter属菌の感染が確認された犬
猫２症例

• 症例1：ヨークシャテリア（9歳） 膀胱炎

• 症例2：マンチカン（8か月） 結膜炎

• 菌種：Acinetobacter radioresistens

• MBL型：blaIMP-1

• 症例1由来株はミノサイクリン感受性、症例2由来株はミノサイクリンとレボフロキサシン感受性

?



子宮蓄膿症の犬からNDM-5産生大腸菌ST12の分離

Harada ら. J Infect Chemother. 2024 30(9):938-941. 

家畜から分離されていないカルバペネマーゼ産生大腸菌の分離



「薬剤耐性ワンヘルス動向調査 年次報告 2024」より

ネコにおける第3世代セファロスポリン耐性クレブシエラ
イヌにおけるカルベペネム耐性クレブシエラ

ネコにおけるMRSA

ペットとの健全な距離



ペットとの健全な距離

ペットの気持ちを考えると・・・・。
少なくとも手洗い



アナグマ

イタチ

キツネ

ウサギ

タヌキ



夜間に行動する野生動物

• 身の回りにどんな動物がいる
のか

• 野生動物からの感染症

• 野生動物への薬剤耐性菌

12:00 午前

4:00 午前

8:00 午前

12:00 午後

4:00 午後

8:00 午後

12:00 午前

2016/3/14 2016/3/21 2016/3/28 2016/4/4 2016/4/11

農場におけるキツネとネコの出現状況（時間帯）

キツネ

人

ネコ

養豚場における野生動物対策ハンドブック より



野生動物に分布する薬剤耐性菌の現状

• 糞便由来大腸菌：
• テトラサイクリン耐性などが低率に分布している。

• 第３世代セファロスポリン耐性やフルオロキノロン耐性はほとんど見つか
らない。

• 抗菌薬含有培地により分離した大腸菌
• 第３世代セファロスポリン耐性やフルオロキノロン耐性が低率に分布する。

• ESBL遺伝子やプラスミド性キノロン耐性遺伝子を保有する。

野生動物は本来薬剤耐性菌を保有していない。しかし、薬剤耐性菌
汚染は徐々に進行している。



市街地に生息する野生動物

• 奈良公園のシカ

• キノロン耐性大腸菌を約60％の個体が保有（Ikushima ら. J Wildl Dis. 57(1):172-177, 2021.）

• ESBL産生大腸菌を24％の個体が保有（Ikushima ら. J Vet Med Sci.85(9):937-941, 2023. ）

• 優勢なタイプはST3580で、その他ST38, ST58、ST117など（Ikushimaら. Access Microbiol. 

6(11):000882.v3、2024. ）

• 岐阜大学周辺のキツネ

• ESBL産生大腸菌やフルオロキノロン耐性大腸菌を保有(Asai ら. Microbiologyopen. 11(5):e1317, 2022. )

• 神奈川県に生息するタヌキ

• ESBL産生大腸菌を20％の個体が保有(Shimizuら. J Med Microbiol. 71(12)： 10.1099/jmm.0.001631, 

2022 )

ST131が分離されている



人社会から自然環境へ薬剤耐性菌が拡散の可能性 ～
パンデミッククローンが野生動物・水系環境からも分離

Satoら. One Health. 18:100715, 2024. 



奈良公園とその周辺に生息するシカにお
ける薬剤耐性菌の保有状況

Ikushima ら. J Vet Med Sci.85(9):937-941, 2023. 

NP：奈良公園、RA：周辺地域、MO：大台ケ原

・中心（NP）から外に向かって耐性菌の保有率は低下
・分子疫学解析によりNPとRAのシカとの伝播は限られる



病原微生物
薬剤耐性菌

レクレーション

漁場

水系環境のモニタリング

生活排水・
畜産排水など

耐性遺伝子の
水平伝播

病原微生物や薬剤耐性菌による環境汚染

灌漑

野生動物の
糞便や排泄物



食肉処理場における汚水処理施設の能力
（活性汚泥法）

汚水処理前 汚水処理後
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食鳥処理場A：2021-2022 と畜場B：2021-2022

と畜場C：2021-2022 食鳥処理場D：2021-2022

Odoi et al. 投稿中



食肉処理場排水中のESBL産生大腸菌の動向
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食鳥処理場A と畜場B と畜場C 食鳥処理場D

• 汚水処理能力：大腸菌数は概ね10-4～10-5に減少する。

• 汚水処理前水の大腸菌数は約40,000（103～106）
cfu/mLである。

• 汚水処理後水の大腸菌数は100 cfu/mL未満になる。

• 汚水処理によりCTX耐性大腸菌はほとんど分離できない。

• 処理前水におけるCTX耐性大腸菌の割合は1％未満

• 食肉処理施設からの排水量が多い
ため（400～900トン）、薬剤耐性
菌は環境へ放出される可能性は否
定できない。

Odoi et al., 投稿中



大学の横を流れる伊自良川の河川水から
の薬剤耐性菌の分離
ーESBL産生菌ー

エロモナス

大腸菌

肺炎杆菌

Aratani ら. Microbiol Immunol. 65(2):99-100, 2021. 



魚

水

魚

水

カルガモ

河川水と魚から類似したVEB-3産生
Aeromonas hydrophilaが分離された

コアゲノムSNPs解析
Morimotoら JVMS（印刷中）



薬剤耐性菌の対策

• 主な伝播ルート：対策

• 家畜→食肉：よく加熱する

• ペット→皮膚・糞便：手洗い

• 野生動物→糞便（どこにあるかわからない）：手洗い

• 河川→水：生水を飲まない、見た目で過信しない



畜種別に耐性率
の目標値を設定

畜産分野の抗菌
薬の使用量の目

標値を設定

愛玩動物・水産動物
は対象外
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人

畜水産

環境

愛玩動物

野生動物

食品

ワンヘルス・
アプローチ

薬剤耐性（AMR）対策アクションプラ
ン：２０５０年に向けた国の対策方針が
示されています

薬剤耐性ワンヘルス動向調査報告書：
現在各分野の情報が蓄積されていま
す



Thank you for your kind attention.
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